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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

打BV関連慢性肝疾患の様々な病期の患者を比較 しながら､それぞれの病期におけるラミブ

ジン治療の意義と適応を明らかにした｡慢性肝炎 87例､代償性肝硬変 28例､非代償性肝

硬変 43例にラミブジンを投与 し､血液生化学検査や予後を観察 した｡全ての群で血清アル

ブミン値､プロトロンビン時間(%)､血小板数が増加 した｡アルブミンの増加幅は､非代償

性肝硬変群で最も大きく､代償性肝硬変群､慢性肝炎群と続いた｡ラミプジン耐性出現の

最も強い危険因子は､投与開始 3ヶ月後にHBV I)NAが検出されることであった.ラミブジ

ン耐性出現後に10例が肝不全となり､そのうち9例が非代償性肝硬変群であった｡ラミブ

ジンは全ての病期でHBV DNA量を減少させ､肝予備能を改善させる効果があり､特に非代

償性肝硬変に有用であった｡一方で非代償性肝硬変では､ラミブジン耐性出現後の肝不全

を回避するために､頻回のウイルス量測定が必要であると考えられた｡

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本研究では､B型肝炎ウイルス (HBV)に対する核酸アナログ製剤として

登場したラミブジンの投与を受けた慢性肝炎 87例･代償性肝硬変 28例およ

び非代償性肝硬変43例について､血液生化学検査や予後を観察し､以下の点
を明らかにした｡(1)全ての群で血清アルブミン値･プロトロンビン時間お

よび血小板数が増加した (2)ラミプジンは全ての病期で HBV DNA量を減

少させ､肝予備能改善効果を示した く3)投与3ケ月後に HBVDNAが検出

されるかどうかがラミプジン耐性の出現に係わる強い因子であることが分か

った｡

本研究は､HBV 関連慢性肝疾患の様々な病期の患者におけるラミブジン治

療の意義と適応を明らかにした点において価値ある業績であると認める｡

よって､本研究者は博士 (医学)の学位を得る資格があると認める｡




